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（１）第１回総合計画審議会の開催概要 
 

平成 26 年度 南三陸町総合計画審議会（第１回） 

日 時 平成２６年１０月３１日（金）１３：３０～１４:３０ 

場 所 南三陸町役場大会議室（Ｂ，Ｃ） 

次 第 

１．開会 

２．挨拶（南三陸町長 佐藤 仁） 

３．委員委嘱・自己紹介 

４．会長・副会長の選出、挨拶 

５．説明 

（１）復興計画見直し・次期総合計画策定の方針 

（２）復興の進捗状況と住民意向 

（３）まちづくりの着眼点と今後の課題 

６．議事 

（１）総合計画審議会・作業部会の開催について 

７．閉会 

出 席 
出席委員数 10 名（委員の過半数に達しており、第１回南三陸町総合計画審議会

が開催された。） 

決定事項 

●会長・副会長の選出 

『南三陸町総合計画審議会条例』第５条に基づ

き、委員の互選により、総合計画審議会会長が選

出された。また、会長の推薦により、副会長が選

出された。 

会 長：佐々木憲雄委員 

副会長：及川吉則委員 

●総合計画審議会・作業部会の開催 

『資料２ 総合計画審議会・作業部会の開催（案）』及び作業部会委員につ

いて承認された。 

委員の 

主な意見 

●まちづくりの着眼点と今後の課題について 

◇南三陸にボランティアに来て、南三陸を気に入った人が職員としてきてく

れた。南三陸に貢献したいという人がかなり多い。 
◇外部から若い人を呼び込む施策をみんなで検討する必要がある。子育のし

やすさも重要である。 
◇改めて南三陸を見直し、ボランティアの方々が定住、結婚したというよう

な、町の魅力をアピールしていく必要がある。 

●「南三陸町のこれからのまちづくり意向調査」の結果について 

◇若い世代の意識がどうか、分析をお願いしたい。 

◇これからのコミュニティの育て方についての考え方も、今後、機会をとらえ

て調査をお願いしたい。 

◇事業の進捗状況と住民の意識の差がある。住民にも分かりやすく、情報を発

信していく必要がある。 
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【結果概要】『南三陸町のこれからのまちづくり意向調査」 

広報みなみさんりく〔平成 26 年 11 月号掲載〕 
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問５ 復興まちづくりに望むこと（複数回答） N=1,146 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

問８ 現段階の課題について（複数回答） N=1,146 

 

 
 
 
 
 
 
  

 

安心して暮らしを再開するために、 

住民が復興まちづくりに望むこと、現段階の課題について 
分析① 

72.0%
37.4%

31.1%
28.1%

25.1%
19.5%

14.2%
13.6%

9.2%
9.1%

7.7%
7.6%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

保健・医療・福祉の充実

住宅地の整備

新しいニーズに対応した商店街の復興・強化

公共施設が集まる住みよいまちづくり

漁業・養殖業及び水産加工業の復興・強化

保育・教育環境の充実

環境保全や景観を意識したまちづくり

自然エネルギーの活用

災害記録の保存や防災教育の実施

農業や林業の復興・強化

風土・文化を活かしたまちづくり

その他

無回答

59.0%
44.0%
43.9%

30.0%
28.4%

25.0%
22.5%

11.3%
9.2%

7.4%
3.0%

1.9%
1.0%
1.0%
1.9%
1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

日常の買い物の利便性

安心して住み続けられる住宅

保健・医療サービス

介護・福祉サービス

生活を支える職

鉄道・バスなどの公共交通

命を守る避難路・避難場所

地域の絆・コミュニティ

子どもの教育環境

子育て環境・子育て支援サービス

高度な情報通信の環境

公民館等の公共施設

生涯学習の機会

祭りなどの伝統文化

その他

無回答

◇復興まちづくりに望むこと・・・最上位は「保健･医療･福祉の充実」 

⇒「保健・医療・福祉の充実」を望む割合が 72.0%と最上位に挙げられている。「保健・

医療サービス」は現段階の課題としても上位に挙げられている。 

◇現段階の課題・・・最上位は「日常の買物の利便性」 

⇒被害の有無や家族構成に関係なく「日常の買い物の利便性」が最上位に挙げられており、

スーパーの出店を望む声が多くなっている。 

◇住まいに被害を受けた世帯・・・「住宅地の整備」や「安心して住み続けられる住宅」 

◇自由意見 

⇒早期の住宅再建や居住環境の整備を望む回答が多くみられる。 
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問５ 復興まちづくりに望むこと（複数回答）【家族構成別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇家族構成別の傾向〔高齢者のみ家族〕〔14 歳以下の子どもがいる家族〕〔その他の家族〕 

●共通 

復興まちづくりに望むこと：「保健・医療・福祉の充実」、「住宅地の整備」 
現段階の課題      ：「日常の買い物の利便性」、「保健・医療サービス」、「安心

して住み続けられる住宅」 
●高齢者のみの家族で上位に上がっている事項（比較的回答割合が高い項目） 

復興まちづくりに望むこと：「公共施設が集まる住みよいまちづくり」 
現段階の課題      ：「介護・福祉サービス」「鉄道・バスなどの公共交通」 

●14 歳以下の子供がいる家族（比較的回答割合が高い項目） 

復興まちづくりに望むこと：「保育・教育環境の充実」 
現段階の課題      ：「子どもの教育環境」「子育て環境・子育て支援サービス」 

●その他の家族（比較的回答割合が高い項目） 

現段階の課題      ：「日常の買物の利便性」「生活を支える職」 
◇その他・・・「若い世代が住みたい町」「（若い世代の）働く場所の確保」など 

72.0%

19.5%

28.1%

13.6%

14.2%

37.4%

25.1%

9.1%

31.1%

9.2%

7.7%

7.6%

2.9%

75.9%

11.1%

39.8%

8.8%

13.4%

40.3%

20.8%

5.6%

29.2%

8.3%

6.0%

2.3%

6.5%

63.9%

38.9%

26.7%

15.6%

16.7%

35.6%

26.7%

7.2%

27.2%

7.2%

7.2%

11.1%

2.2%

72.5%

17.5%

25.1%

15.0%

14.0%

36.8%

26.3%

10.6%

32.6%

10.1%

8.4%

8.1%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

保健・医療・福祉の充実

保育・教育環境の充実

公共施設が集まる住みよいまちづくり

自然エネルギーの活用

環境保全や景観を意識したまちづくり

住宅地の整備

漁業・養殖業及び水産加工業の復興・強化

農業や林業の復興・強化

新しいニーズに対応した商店街の復興・強化

災害記録の保存や防災教育の実施

風土・文化を活かしたまちづくり

その他

無回答

全体 高齢者のみ家族 14歳以下の子供がいる家族 その他の家族

（N=1,146）     （N=216）                    （N=180）                 （N=726） 
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問８ 現段階の課題について（複数回答）【家族構成別】 

  

44.0%

1.9%

22.5%

11.3%

25.0%

3.0%

43.9%

30.0%

7.4%

9.2%

1.0%

1.0%

59.0%

28.4%

1.9%

1.3%

52.8%

2.8%

20.4%

12.5%

31.5%

3.2%

46.3%

43.5%

2.3%

1.4%

0.9%

1.4%

52.8%

10.2%

1.9%

1.4%

42.8%

1.7%

26.1%

12.2%

18.3%

3.3%

35.6%

17.2%

19.4%

33.9%

0.6%

0.6%

55.6%

30.0%

1.1%

0.0%

40.9%

1.7%

22.3%

10.6%

25.1%

2.9%

45.2%

29.2%

6.2%

5.5%

1.1%

1.1%

61.7%

34.0%

2.2%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

安心して住み続けられる住宅

公民館等の公共施設

命を守る避難路・避難場所

地域の絆・コミュニティ

鉄道・バスなどの公共交通

高度な情報通信の環境

保健・医療サービス

介護・福祉サービス

子育て環境・子育て支援サービス

子どもの教育環境

祭りなどの伝統文化

生涯学習の機会

日常の買い物の利便性

生活を支える職

その他

無回答

全体 高齢者のみ家族 14歳以下の子供がいる家族 その他の家族
（N=1,146）     （N=216）                    （N=180）                 （N=726） 
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安心して暮らし続けるための、将来の課題について 分析② 

◇将来の課題・・・最上位は「医療や福祉サービスの充実」。次いで「生活を支える道路

や公共交通の充実」、「消防や救急救命体制の充実」、「災害時に助け

合う地域の防災力の強化」 

⇒「医療や福祉サービスの充実」を望む割合が 75.8%と最上位に挙げられている。現

段階での課題と同様に医療や福祉の充実への要望が高くなっている。 

⇒自由意見でも「高齢化に対応する介護・福祉の充実」、「貴重な子供達の医療体制の

充実」、「産婦人科から、墓地の整備まで安心で長命長寿の出来る街づくり」など、

あらゆる年齢層に対応したサービスの充実を求める声が挙がっている。 

⇒「生活を支える道路や公共交通の充実」を望む割合も 57.2%となっており、自由意

見でも生活道路の整備や高齢者や学生のための鉄道・バスなど公共交通の充実を求

める声が挙がっている。 

⇒「消防や救急救命体制の充実」や「災害時に助け合う地域の防災力の強化」を望む

割合もどちらも 40％を超えており、災害に強いまちづくりを求める声が多く挙がっ

ている。 

◇高齢者のみを除く世帯・・・比較的多い回答は「企業立地による就業機会の充実」 

◇14 歳以下の子供がいる世帯・・・比較的多い回答は「子育て環境の充実」「学校教育

や生涯学習機会の充実」 
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問９ 将来の課題について（複数回答）【家族構成別】 N=1,146 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

47.6%

40.9%

38.5%

19.7%

75.8%

24.1%

18.4%

57.2%

17.2%

5.5%

24.0%

19.8%

9.4%

20.9%

3.6%

2.1%

55.6%

50.5%

22.7%

15.3%

83.3%

12.0%

13.0%

56.5%

10.6%

5.1%

29.2%

28.2%

7.9%

20.8%

2.8%

3.2%

37.8%

39.4%

46.1%

20.0%

66.7%

42.8%

20.0%

47.2%

36.1%

5.6%

23.9%

17.2%

9.4%

20.0%

5.0%

0.6%

47.5%

38.2%

42.0%

21.1%

75.9%

23.7%

19.8%

59.8%

14.9%

5.6%

22.6%

17.5%

10.1%

21.2%

3.4%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

消防や救急救命体制の充実

災害時に助け合う地域の防災力の強化

企業立地による就業機会の充実

町の魅力を最大に活かした観光や交流の活

発化

医療や福祉サービスの充実

子育て環境の充実

豊かな自然環境の保全

生活を支える道路や公共交通の充実

学校教育や生涯学習機会の充実

スポーツや芸術文化活動の活発化

ふるさとを支える人づくり

あたたかなふれあいのある地域づくり

情報通信環境の充実

効率的で創意あふれた行政運営

その他

無回答

全体 高齢者のみ家族 14歳以下の子供がいる家族 その他の家族
（N=1,146）     （N=216）                    （N=180）                 （N=726） 
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問４（１） 復興の進捗度  N=1,146       問４（２） 復興のスピード N=1,146 

 

 

 

 

  
 
 
 

 

 

問４（３）復興の進捗度・スピードについて自由意見 

復興が進んでいると感じる理由 件数 復興が遅れていると感じる理由 件数 

かさ上げや宅地造成が進んでいるから 41 
高台移転や仮設住宅からの移転が進んでいない
から 

73 

道路や公共施設が整備されてきたから 23 
道路・漁港・農地・防潮堤・交通機関などが整備
されていないから 

71 

景観が変わったから 13 かさ上げや宅地造成が終わっていないから 68 

住宅が建ち始めたから 11 
生活に必要な施設（スーパー、病院など）が出来
ていないから 

54 

がれきの処理が終わったから 3 
災害公営住宅の整備や住宅の建築が進んでいな
いから 

44 

広報や人から聞いた様子で 2 景観が変わっていない（さびしい）から 22 

その他 12 町外への人口流出が進んでいるから 17 

  
他市町村・他地区と比較して進んでいないと感じ
るから 

15 

  計画通りに進んでいないから 13 

  漁業・農業が復活していない、職場が無いから 7 

  その他 104 

復興の進捗度・スピードについて 分析③ 

◇復興の進捗度・・・最上位は、10 段階評価で「３」 

⇒10 段階評価で「3」を挙げる世帯が最も多く 34.7％となっている。また、「2」～「4」

を挙げる世帯の合計は 71.7％となっている。 

◇復興の進捗度・・・「やや遅れている」「遅れている」の回答が８割程度 

⇒「着実に進んでいる」・「進んでいる」を挙げる世帯が合わせて 14.9％、「やや遅れて

いる」・「遅れている」を挙げる世帯が合わせて 81.7％となっている。 

◇復興が復興が遅れていると感じる理由 

⇒「高台移転や仮設住宅からの移転が進んでいないから」、「道路・漁港・農地・防潮堤・

交通機関などが整備されていないから」、「かさ上げや宅地造成が終わっていないか

ら」といった意見が挙げられている。 

⇒他地区に対して遅れているという意見もみられた。 



10 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 今後の居住場所の意向 
 

今後の居住場所の意向について 分析④ 

◇今後の居住場所について 

⇒今後の居住場所としては、現在町内に居住している世帯の 80％前後が「町内に住み

たい」と回答している。 
⇒町外居住者ではその割合は比較的少なく、「町外に住みたい」と回答する世帯の割合

が多くなっている。 

 

78.5%

82.9%

79.7%

79.8%

85.7%

63.2%

47.7%

6.4%

9.9%

9.9%

4.6%

3.5%

5.1%

2.3%

4.8%

1.8%

2.6%

1.8%

2.3%

14.5%

25.0%

6.8%

3.6%

4.9%

11.0%

4.4%

13.7%

22.7%

3.5%

1.8%

2.9%

2.8%

4.1%

3.4%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

戸倉字

志津川字

入谷字

歌津字

登米市

その他

南三陸町内 当面は町内、いずれ町外に転居 町外 その他 無回答

N=1,146

N=  111

N=  345 

N=  109

N=  342

N=  117

N=   44
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（２）第１回総合計画審議会・作業部会の開催概要 
 

平成 26 年度 南三陸町総合計画審議会・作業部会（第１回） 

日 時 平成２６年１１月１７日（月）１８：００～１９:３０ 

場 所 南三陸町役場大会議室（Ｂ，Ｃ） 

次 第 

１ 開会、挨拶 

２ 委嘱状の交付 

３ 委員紹介・挨拶 

４ 説明事項（復興計画の見直し・次期総合計画の策定について） 

５ 議事（町の現状と社会潮流について） 

６ 連絡事項（第２回作業部会の開催について） 

７ 閉会 

出 席 出席委員数９名 

検討結果 

概要 

●作業部会の検討の進め方について（確認事項） 

◇はじめは委員 10 名でスタートする。今後、必要に応じて推薦をいただきな

がら増員することも考える。 

◇素案を作る段階から、委員各々の立場から、町民目線に基づく町の将来像

を描き、まちづくりの大きな方向性を検討していく。 

⇒10 年後も南三陸町として持続していくことを前提として検討 

⇒作業部会の検討成果を総合計画審議会に報告 

⇒作業部会では、町民目線で検討した町の将来像やまちづくりの方向性を

検討し、これふまえて、町で具体的な施策・事業の展開を検討する 

◇基本的には、委員個々の自由な意見を出し合いながら、作業部会の成果と

してまとめ、可能な部分を基本構想・基本計画の案に反映させていく。 

◇１１回の検討の中では、総合計画のすべての分野を詳細に検討することは

難しいため、基本構想・基本計画に関しては、町から検討のポイントを明

確にした資料を提示しながら、的を絞った検討を行う。 

◇震災復興計画推進会議の提言が施策・事業につながるよう、計画への反映

に留意する。 

●検討に際しての重要な視点について（主な意見） 

 

～人口減少（流出抑制）と超高齢化の問題について～ 

◇人口減少社会にあって、人口が少なくても成立するような地域社会のあり

方・仕組みを考えること、今から準備できることが重要である。 

＜関連する意見＞ 

⇒１年後には高速道路のインターチェンジが整備される。人口流出の抑制

に関しては明日、明後日の問題として早急に検討する必要がある。 

◇将来の人口構成を変えていけるような施策・事業に重点をおくべきである。 

◇超高齢社会の先進地としてビジョンを描くことが希望につながる。そういう

ものを町民意識として共有すべきである。 

◇今、何が必要なのか、という視点も重要である。高齢者たちが住みよい町に

なることをまず検討するべきである。 
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（つづき） 

検討結果 

概要 

 

～総合計画のつくり方について～ 

◇イラストなどを活用しながら、子どもが未来をイメージできる分かりやすい

計画、高齢者にも読みやすい計画をつくるべきである。 

＜関連する意見＞ 

⇒子どもたちに町の未来予想図を見てもらって意見を聞くような機会が

あるとよい。  

◇計画のベースとして子どもたちの意見が反映されていることが大切である。

子どもたちの意見を集約して伝えていただく立場として、学校の先生などを

作業部会に参画していただくことも必要である。 

●第２回作業部会の開催について 

日 時：平成２６年１２月１７日（水） １８：００～ 

議 題：町の将来像（目標像） 

 

＜委員個別の事前検討＞ 個人や家族などの視点から描く将来像の検討 

（将来像検討シートの記入） 

 

＜関連する意見＞ 

⇒町民の目線で将来像を描くことが大切である。ものがたりを描いて、町民

が主人公であることを意識してビジョンを描いていくのは重要なことで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


